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１．研究の概要
「Ａプレス」の「個体管理」最適手法の調査・開発

当社の最終製品である「Ａプレス」が、どの解体車体のものかを明確に個体管理が実現できるように、「Ａプレス」に
識別番号を付与できる最適な技術を調査・研究する。

解体車両の「車台番号」の高精度最適読取技術手法の調査・開発

解体車両に刻印されている「車台番号」により、どの解体車両のプラスチックバンパーかの「紐づけ」「個体管理」を
行う。具体的には、「車台番号」刻印をカメラ等による画像の撮影条件とデジタル化するOCR化技術を確立する。

２．「Ａプレス」の「個体管理」
（１）作業の流れ、Aプレスの運搬方法など、個体管理に合わせた作業工程の見直しが必要。
（２）プレス表面に効率よく印字、貼り付け等が出来る技術を引き続き調査する。

３．車台番号の高精度読取
調査の流れ
1. Web上に作成されたアプリにスマートフォ
ンからアクセス

2. 撮影画像をAI-OCRに送り文字列抽出
3. 結果をサーバーに蓄積
調査結果-文字数

• メーカーごとの特徴を把握することで誤認
識の低下防止が可能

調査結果-読取精度
• 車台番号以外修正 ： 不要な文字列
（CHASSIS NO.など）を特定。

• 文字修正 ： 特定の文字列に注意が必要。
（エル「ｌ」とイチ「1」など）

• 画像不良 ： 不良の例をまとめる。

４．来年度の計画
（１）Aプレス個体管理方法の継続調査
（２）車台番号読取ｿﾌﾄｳｪｱの実運用版開発
（３）廃バンパーの個別管理
（４）社内システムとの連携

コスト 正確性
導入しや
すさ

備考

レーザー
マーキング

× 〇 △ 印字困難か？

スプレー
手書き

△ △ ◎ 手作業

RF-IDタグ △ ◎ 〇
金属不可？
回収方法

紙貼付け × × ◎ 人件費大
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表. Aプレスの管理方法
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